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当事業所は、ご契約者に対して看護小規模多機能型居宅介護サービスを提供します。事業所の概要や提供され

るサービス内容、契約上注意いただきたいことを、次の通り説明いたします。 
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１． 運営目的 

 

住み慣れた地域で生活するために、介護保険法令に従い、利用者が自宅で可能な限り暮らし続けられる

ような生活の支援を目的として、通いサービス、訪問サービス、看護サービス、宿泊サービスを柔軟に組み

合わせて家庭的な環境の中でのサービスを提供します。それにより利用者が安定して健康かつ明るい生活

を送れるように支援します。 

 

２．運営方針   

 

 利用者一人ひとりの人格を尊重し、住み慣れた地域での生活を継続できるよう、地域住民との交流や地域

活動への参加を図りつつ、利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境を踏まえて、利用者が個々

に有する能力に応じ、自立した生活を営むことができるよう、利用者の立場に立ったサービス提供を行うものと

する。 

 

１．当事業所において提供する看護小規模多機能型居宅介護サービスは、介護保険法並びに関係する厚生 

労働省令、告示の趣旨及び内容に沿ったものとする。 

２．利用者が住み慣れた地域での生活を継続できるよう、地域住民との交流や地域活動への参加を図りつつ、

利用者の心身の状況、希望、環境を踏まえて、通いサービス、訪問サービス、看護サービス及び宿泊サービ

スを柔軟に組み合わせることにより、妥当適当にサービスを提供する。 

３．利用者一人ひとりの人格を尊重し、利用者がそれぞれの役割を持って家庭的な環境の中で日常生活を送

ることができるようサービスを提供する。 

４．看護小規模多機能の提供にあたっては、看護小規模多機能型居宅介護計画に基づき、漫然かつ画一的

にならないように、利用者の機能訓練及びその者が日常生活を営むことができるよう必要なサービスを提供

する。 

５．看護小規模多機能の提供にあたっては、懇切丁寧に行うことを旨とし、利用者又は家族に対し、サービスの

提供等について理解しやすいように説明を行う。 

６．登録者が通いサービスを利用していない日においては、可能な限り訪問サービスの提供、電話連絡による

見守り等を行うなど、登録者の居宅における生活を支えるために適切なサービスを提供する。 

７．利用者の要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するよう、その目標を設定し計画的に行う。 

８．提供する看護小規模多機能の質の評価を行うとともに、定期的に外部の者による評価を受けて、それらの

結果を公表し、常に改善を図る。 

 

３．事業主体概要 

 

１）事業主体名    医療法人社団 医泉会  

２）設立年月     平成 26 年 1 月 

３）代表者名     理事長 小川 智 

４）法人所在地   京都府八幡市男山泉 2-1 

５）電話番号     075-963-5790 
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４．事業所概要 

 

１）事業所名          医療法人社団医泉会 看護多機能施設 すみれ 

２）事業の種類       看護小規模多機能型居宅介護 

 ３）事業所の責任者名  西永 恵 

 ４）開設年月日      平成 31 年 3 月 1 日 

 ５）指定番号          

 ６）所在地         〒614-8085 京都府八幡市八幡馬場 38  ℡075-972-6122 

 7）交通の便        京阪八幡市駅より徒歩 20 分 

                 京阪バス神原バス停より徒歩 3 分 

 8）敷地概要        面積 496.81 ㎡ 

 9）居室等の概要     木造 2 階建ての 2 階部分 

当事業所では、以下の居室・設備を用意しています。宿泊サービスの際に 

利用される居室は個室になります。ただし、利用者の心身の状況や居室の 

空き状況により、ご希望に添えない場合もあります。 

居室・設備の種類              備   考 

宿泊室 個室 9 室 

居間・食堂 １フロア 

浴室・更衣室 各１室 

消防設備 消火器・火災報知器・誘導灯・救助袋 

スプリンクラー・通報装置 

その他 トイレ、手洗い場等 

                 ※上記は厚生労働省が定める基準により、指定小規模多機能型居宅介  

護事業所に設置が義務付けられている施設・設備です。 

 

５． 事業実施地域及び営業時間 

１） 通常の事業の実施地域は、八幡市内。 

   ※上記以外の地域の方はご相談ください。 

２）営業日及び営業時間     

 営 業 日  ３６５日、年中無休 

通いサービス  ９：００～１７：００ 

訪問サービス  ９：００～１７：００（看護師・介護士による２４時間連絡

および対応体制 

宿泊サービス  １７：００～９：００ 

   ※受付・相談については、通いサービスの営業時間と同様です。 

 

６． 利用者の登録定員並びに利用定員 

当事業所では、登録定員は 29 名です。1 日につき通いサービスを利用できる定員は登録者のうち 18 名

で、宿泊サービスを利用できる定員は 9 名です。 

 

７． 職員の配置状況 
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 当事業所では、看護小規模多機能型居宅介護サービスを提供する職員として、以下の職種の職員を配

置しています。 

 ＜主な職員の配置状況＞※職員の配置については、指定基準を遵守しています。 

従業者の職種 常 勤 非常勤 職務の内容 

管理者 １  事業内容調整 

介護支援専門員 １  サービスの調整・相談業務 

介護職員 ７ ４ 日常生活の介護・相談業務 

看護職員 １ ４ 健康チェック等の医務業務 

機能訓練指導員 １  機能回復訓練等の業務 

＜主な職種の勤務体制＞ 

職  種 勤  務  体  制 

管理者 勤務時間：８：３０～１７：３０の間の８時間 

介護支援専門員 勤務時間：８：３０～１７：３０の間の８時間 

介護職員 主な勤務時間 ：８：３０～１７：３０の間の８時間 

夜間の勤務時間：１６：００～１０：００の間 

変則な勤務時間：利用者の状況に対応した時間  

看護職員 勤務時間：基本的には８：４５～１７：００ 

機能訓練指導員 勤務時間：８：３０～１７：３０の間の８時間 

      ※上記勤務時間は各職員の公休日を除く。 

 

８．当事業所が提供するサービス内容 

 看護小規模多機能型居宅介護短期利用 

  利用者の状態や利用者の家族等の事情により、居宅介護支援事業所の介護支援専門員が緊急に利用  

  することが必要と認めた場合であって、看護小規模多機能型居宅介護事業所の介護支援専門員が、看

護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者に対する看護小規模多機能型居宅介護の提供に支障がな

いと 

  認めた場合であることとします。 

  利用の開始に当たって、あらかじめ 7 日以内（利用者の日常生活上の世話を行う家族等の疾病等やむ 

  得ない事情がある場合は 14 日以内）利用期間を定めることとします。 

 

＜サービスの概要＞ 

             事業所に宿泊していただき、食事や入浴、排せつ等の日常生活上の援助や機能訓練を提供します。 

     ①食事 

      ・食事の提供及び食事の介助をします。 

      ・台所で利用者が職員と一緒に調理することができます。 

      ・食事サービスの利用は任意です。 

     ②入浴 

      ・入浴又は清拭を介助します。 

      ・衣服の着脱、身体の清拭、洗髪、洗身の介助を行います。 
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      ・入浴サービスの利用は任意です。   

③排せつ 

      ・利用者の状況に応じて適切な排せつの介助を行うとともに、排せつの自立についても 

適切な援助を行います。 

④機能訓練 

      ・利用者の状況に応じた適切な機能訓練を行い、身体機能の低下を緩和するよう努めます。 

  ⑤健康チェック 

      ・血圧測定等、利用者の全身状態の把握を行います。 

  

9．保険給サービス利用料 

※ １）サービス利用料金は、利用者の要介護度に応じて異なります。以下は１日あたりの自己負担額です。 

  ２）基本利用料は厚生労働大臣が告示で定めた金額で、改定されることがあります。改定があった場合は、

その都度、書面でお知らせいたします。 

  ３）利用者負担金は、原則として料金表の利用料金、介護保険負担割合証に示された額となります。 

居宅介護短期利用報酬費

（1 日につき） 

要介護度 1 割 2 割 ３割 

要介護１ 5９０円 11８０円 17７０円 

要介護２ 6６０円 13２０円 19８０円 

要介護３ 7３０円 14６０円 21９０円 

要介護４ 7８０円 15６０円 23４０円 

要介護５ 86７円 173４円 2６０１円 

     

※その他介護保険内の加算項目あり 

加算項目  1 割 2 割 ３割 

サービス提供体制加算 I 

介護従事者の総数のうち、勤続年数三年以上の 

占める割合が３０％以上配置されていることが条件 

 

25 円/日 

 

50 円/日 

 

75 円/日 

介護職員処遇改善加算 I  

      介護保険利用者負担総額に対して１4.9％ 

   

 

 

  

 ※認知症行動・心理症状緊急対応加算 ２００単位/日 利用開始日から７日間 

                          （令和５年１０月１日より） 

 

☆利用者に提供する食事及び宿泊にかかる費用は別途いただきます。 

※令和 6 年 6 月 1 日より、処遇改善加算等が一本化となり介護保険利用者負担総額に対して 14.9％ 

（下記１０．介護保険給付対象外サービス利用料、ア．食事の提供・イ．宿泊に要する費用参照）  

☆介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、利用者の負担額を変更します。                  

 

１０．介護保険給付対象外サービス利用料  

＜介護保険給付対象外サービスの利用料＞ 

以下のサービスは、利用料金の全額がご契約者の負担となります。 

    

 



7 

 

 ア．食事の提供（食事代） 

       料金 朝食：３５０円 昼食：６５０円 夕食：６５０円 おやつ代：１2０円 

 

イ．宿泊に要する費用 

1 泊につき ３，０００円 

 

   ウ．おむつ代 

       おむつ： １4０円/枚 ・ 尿取りパット： ５０円/枚 ・ リハビリパンツ： 12０円/枚 

   

    エ．嗜好品や理美容等、利用者が支払うことが適当と認められるもの 

それらにかかる実費 

 

 

☆経済状況の著しい変化、その他やむを得ない事由がある場合、相当な額に変更することが 

あります。その場合は事前に変更の内容と変更する事由について、変更を行う 2 ヶ月前まで 

にご説明します。 

 

１１．利用料金の支払い方法 

前記、介護保険給付対象・対象外の料金・費用は、1 ヶ月毎に計算し請求いたします。基本お支払方法は口

座振替とさせて頂きます。現金集金の場合は次回の利用日に請求金額をご持参いただきましたら、事務室に

て処理いたします。 

別途話し合いの上、双方合意した方法により行います。お支払を頂いた場合は、領収書を交付します。口座

振替にてお支払いを頂いた場合の領収書は、手渡しするか送付します。 

 

１２．利用の中止、変更、追加 

☆利用予定日の前日に、利用者の都合により看護小規模多機能型居宅介護サービスの利用を中止、又

変更、もしくは新たなサービスの利用を追加することができます。この場合には原則として、サービスの実施

日の前日までに事業者に申し出てください。 

 

☆介護保険の対象となるサービスについては、利用料金は１ヶ月毎の包括費用（定額）のため、サービスの

利用回数等を変更された場合も１ヶ月の利用料は変更されません。ただし、介護保険の対象外のサービ

スについては、利用予定日の前日までに申し出がなく、当日になって利用の中止の申し出をされた場合、

取消料として下記の料金をお支払いただく場合があります。この場合、利用者の体調不良等の正当な事

由がある場合は、この限りではありません。 

 

利用予定日の前日までに申し出があった場合 無料 

利用予定日の前日までに申し出がなかった場合  当日の利用料金 

☆サービス利用の変更・追加の申し出に対して、事業所の稼動状況により利用者の希望する日時にサービス

の提供ができない場合、他の利用可能日時を利用者に提示して協議します。 
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１３．身体拘束等 

当事業所は、原則として利用者に対して身体拘束等を行いません。身体拘束廃止を現実とするために正確

な事実認識をもつことを目的とし、研修会等に積極的に参加して意識啓発に努めます。但し、自傷他害の恐

れがある等緊急やむを得ない場合は、管理者が判断し、家族の同意を得た上で身体拘束、その他利用者の

行動を制限する行為を行うことがあります。この場合には、当事業所の職員がその様態及び時間、その際の利

用者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由を経過記録に掲載します。 

 

１４．秘密の保持 

当事業所とその職員（現職員及び退職後も含む）は、業務上知り得た利用者又は家族等に関する秘密を

正当な理由なく第三者に漏らしません。但し、以下についての情報提供については、当事業所は、利用者及び

家族から予め同意を得た上で行うこととします。 

 

① 介護保険サービスの利用のための府市町村、地域包括支援センターその他の介護保険事業所等への情

報提供、或は、適切な居宅療養のための医療機関等への療養情報提供。 

② 介護保険サービスの質の向上のための学会、研究会等での事例研究発表等。尚、この場合利用者個人

を特定できないように仮名等を使用することを厳守します。 

 

１５．緊急時対応方法 

ア．職員は、サービス実施中に利用者の身心の状況に異常、その他緊急事態が生じたときには、速やかに主

治医に連絡などの措置を講ずるとともに、管理者に報告をいたします。 

イ．主治医との連絡並びに指示が得られなかった場合には、事業所が定めた協力医療機関へ連絡するととも

に受診等の適切な処置を講じます。 

 

１６．非常災害対策等 

ア．管理者は不測の災害に対処するため、別に定める消防計画に基づき万全の措置がとれるように、あらかじ

め対策を立てています。 

イ．消火及び防災訓練 (地震を含む)は年 2 回以上とし、所轄消防署と連携して行っています。 

 

非常火災時には、別途定める消防計画に沿って対応を行います。又、避難訓練を年２回、利用者も参加して

行います。 

八幡消防署への届出日  ：平成 3１年 3 月 １日 

防火管理者          ：西永 恵  南 卓也 

 

＜消防用設備＞ 

・自動火災報知機   ・非常通報装置  ・スプリンクラー  

・非常用照明      ・誘導灯      ・消火器      ・非常梯子 

 

１７．事故の発生時について 

１）利用者に対する看護小規模多機能の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償を速やか

に行います。 
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２）事故が発生した場合は、その事故の状況及び事故に際して採った処置について記録し保管します。 

３）事故が生じた際にはその原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講じます。 

 

１８．ハラスメントについて 

安全確保と安心して働き続けられる労働環境が築けるようハラスメントの防止に向け取り組みます。 

１） ハラスメント事案が発生した場合、マニュアルなどを基に即座に対応し、安全対策委員会により、同時案  

が発生しないための再発防止策を講じます。 

２） ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施し、定期的な話し合いの場を設け 

ハラスメント発生状況の把握に努めます。 

 

１９．虐待防止について 

利用者の人権の擁護・虐待防止等のため、指針を整備し責任者を設置等必要な体制の整備を行うとともに 

その従業者に対し、虐待防止を啓発・普及するための研修を実施する等の措置を講じます。 

 

２０．感染症について 

感染症が発生し、又はまん延防止しないように、従業者の健康管理及び事業所内の設備、備品等について 

衛生的な管理に努めます。 

又、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

２１．業務継続に向けた取り組みについて 

感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する介護サービスの提供を継続的に実施するための、 

非常時の体制で業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、当該業務継続計画に従って 

必要な措置を講じます。 

２２．要望又は苦情等の申請 

 当事業所の提供するサービスに対して要望または苦情等について、遠慮なく管理者及び相談苦情担当者に

お申し出下さい。尚、管理者が責任者としてその者の指導、監督を行います。また、ご意見箱を設置しており、

投書されている内容は、スタッフ会議等にて適切な対応を検討し、解決策を掲示致します。 

 市町村、国民健康保険団体連合会から指導または助言を受けた場合は、指導または助言に従って必要な

改善を行うものとします。 

 

  【連絡先一覧】 

 

看多機すみれ苦情相談受付窓口 

担当者：西永 恵 石原 有希子 

電話番号 ０７５－９７２－６１２２ 

FAX     ０７５－９７２－６１１４ 

八幡市役所 苦情相談窓口 

担当：高齢介護課 
電話番号 ０７５－９８３－１１１１ 

   

【苦情処理体制】 

利用者又は家族→行政等の苦情受付機関 

↓     ↓ 
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苦情相談窓口（担当者、現場職員） 

↓     ↓ 

苦情受付記録（施設長等の役職者） 

↓     ↓ 

介護現場への事実確認 

↓     ↓ 

介護現場への改善指示、指導←苦情報告の処理改善相談（施設長等の役職者）  

↓     ↓ 

利用者又は家族←行政等の苦情受付機関 

↓     ↓ 

八幡市役所高齢介護課 

 

２３．運営推進会議の設置 

 当事業所では、看護小規模多機能型居宅介護の提供にあたり、サービスの提供状況について定期的に報

告するとともに、その内容等についての評価・要望・助言を受けるため、下記のとおり運営推進会議を設置して

います。 

 

【運営推進会議】 

構  成 ： 利用者、利用者の家族、地域民生委員、自治会、市町村職員、地域包括支援センター職員、

看多機小規模多機能型居宅介護について知見を有する者等  

開  催 ： 隔月で開催 

会議録 ： 会議の内容、評価、要望、助言等について記録を作成  

 

２４．協力医療機関 

当事業所では、各利用者の主治医との連携を基本としつつ、病状の急変等に備えて以下の医療機関を協

力医療機関として連携体制を整備しています。 

 

 

医療法人医泉会 

小川医院 

 

 

所 在 地 ： 京都府八幡市男山泉 2-1 

電話番号 ： ０７５-９６３-５７９０ 

医療法人昭洋会 

中村診療所 

 

所 在 地 ：京都府八幡市八幡山柴 17 

電話番号 ： ０７５－９８１-０５１０ 

社会医療法人美杉会 

みのやま病院 

所 在 地 ： 八幡市欽明台北 4-2 

電話番号 ： ０７５－９８３-１２０１ (代) 
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中村歯科診療所 
所 在 地 ：京都府八幡市八幡山柴 17 

電話番号 ： ０７５－９８３-４６４９ 

 

２５．サービス利用にあたっての留意事項 

１）サービス利用の際には、介護保険被保険者証・介護保険割合証を提示してください。 

２）事業所内の設備、器具、物品等は本来の用法に従ってご利用ください。これに反した利用により破損等が

生じた場合、弁償していただく場合があります。 

３）他の利用者の迷惑になる行為はご遠慮ください。  

４）所持金品は、自己の責任で管理してください。 

５）事業所内での他の利用者に対する執拗な宗教活動及び政治活動はご遠慮ください。 

６）その他については、お気軽にお尋ねください。 

 

令和   年  月  日 

 当事業所は看護小規模多機能型居宅介護・短期利用の提供開始にあたり、利用者に対して本書面を交付

の上、重要事項を説明しました。 

 

 

 事業者      医療法人社団医泉会 

 事業所名   看護多機能施設 すみれ 

  所在地     京都府八幡市八幡馬場 38 

  代表者     理事長 小川 智             印 

                     ℡ 075-972-6122 

 

説明担当者                       

 

私は本書面に基づき重要事項の交付と説明を受け、看護小規模多機能型居宅介護サービスの提供開始

に同意しました。 

契約者（利用者又は、代理人） 

 

住    所                                 

 

            氏    名                              印 

 

 

 

 

 

 

 


